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１  委 員 会 名  
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３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） ５ 月 ２ ４ 日 （ 木 ）  兵 庫 県 西 宮 市  

  ア  教 育 環 境 保 全 の た め の 住 宅 開 発 抑 制 に 関 す る 指 導 要 綱

に つ い て  

（ ２ ） ５ 月 ２ ５ 日 （ 金 ）  大 阪 府 箕 面 市  

  ア  彩 都 の 進 捗 状 況 、 彩 都 の 丘 学 園 な ど 小 中 学 校 及 び 公 共

施 設 の 整 備 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 ■ 兵 庫 県 西 宮 市                              

 西 宮 市 の 取 り 組 み の 特 徴 は 、 様 々 あ る が 、 勘 所 は 3 つ と 私 は 考

え る 。 ① 議 会 承 認 が 必 要 で 、 よ り 強 制 力 の 大 き い 「 条 例 」 で は な

く 、 「 要 綱 」 に と ど め て い る 点 。 つ ま り は 努 力 義 務 に し 、 上 位 法

と の 整 合 性 を は か っ た こ と 。 ② 具 体 的 な 数 値 化 や 定 義 が 難 し い 一

方 で 、 個 人 で あ れ 事 業 者 で あ れ 、 自 分 の 利 益 よ り 社 会 的 に 優 先 す

る べ き 「 理 由 」 を 想 起 し た 点 。 つ ま り は 「 良 好 」 な 教 育 環 境 と 設

定 し た こ と 。 ③ 教 育 環 境 に 現 場 の 声 を 取 り 入 れ 、 か つ 文 部 科 学 省

の 基 準（ 31 学 級 以 上 は 過 大 規 模 校 で 、早 期 に 分 離 な ど 改 善 に 着 手

す べ き ） を 準 用 し て い る こ と で あ る 。                              

 本 市 の よ う な シ テ ィ ー セ ー ル を す る こ と な く 、 子 育 て 世 代 の 流

入 が 増 加 し て い る こ と は 、 単 な る 周 辺 大 都 市 の ベ ッ ド タ ウ ン と い

う 地 理 的 条 件 に と ど ま ら ず 、 文 教 都 市 を 掲 げ 、 歴 史 的 な 様 々 な 行



政 運 営 に よ り 、 市 民 の 口 コ ミ や 都 市 イ メ ー ジ の 想 起 が 背 景 に あ る

と 思 わ れ る 。 そ の も と で 、 「 教 育 環 境 保 全 の た め の 住 宅 開 発 抑 制

に 関 す る 指 導 要 綱 」 は 本 市 も 大 い に 取 り 入 れ る べ き 先 進 事 例 が 詰

ま っ て い る 。                              

 そ の 一 つ は 、 教 育 委 員 会 と 都 市 計 画 部 等 に よ る 年 2 回 の 協 議 会

な ど 密 な 連 携 を 設 定 し 、 学 校 毎 に 「 良 好 さ 」 が 崩 れ か ね な い 度 合

い を 5 ラ ン ク で 線 引 き ・ 見 え る 化 し た こ と で あ る 。 そ の 結 果 、 保

護 者 も 教 員 も 市 民 も 事 業 者 も 共 有 で き 、 住 宅 開 発 ・ 需 要 と 供 給 に

お け る 市 民 レ ベ ル の 条 件 に な っ て い る 。 本 市 で は 、 行 政 内 部 の 横

断 的 な 取 り 組 み に は 至 っ て お ら ず 、そ の 点 が 原 因 で 市 民 市 民 生 活 、

と り わ け 学 区 変 更 に よ る 子 ど も の 生 活 に し わ 寄 せ が さ れ て い る 。

ま た 、 西 宮 市 で は 住 宅 販 売 の 2 か 月 前 に は 学 区 を 通 知 し て い る こ

と も 、 市 外 流 入 が 多 い 本 市 で 取 り 入 れ る べ き 流 入 者 対 策 で あ る と

思 わ れ る 。  

 二 つ に 、 教 育 委 員 会 を 窓 口 と し て い る た め 、 法 の 線 引 き で は な

く 、 教 育 環 境 の 「 良 好 さ 」 を 維 持 す る た め 、 住 宅 建 設 を 進 め る 地

権 者 や 事 業 者 に よ る 主 体 的 抑 制（ H2 9 年 度 で は 15 件 ）を 求 め や す

く し て い る 。 資 本 主 義 国 家 な ら 私 有 地 の 土 地 活 用 は 法 の 下 で 自 由

に 行 わ れ る べ き で 、 本 市 の よ う に 区 画 整 理 に よ る 人 口 増 ・ 住 宅 供

給 増 、 さ ら に は 地 権 者 へ の 平 均 4 割 も の 減 歩 、 事 業 期 間 の 大 幅 な

遅 れ 等 を 考 慮 す れ ば 、 住 宅 建 設 の 抑 制 に 否 定 的 に な る こ と は 、 区

画 整 理 の 根 本 見 直 し を 求 め て い る 私 で も 想 起 で き る 。 た だ 、 西 宮

市 の 先 進 的 取 り 組 み を 学 ぶ 中 で 、 全 て が 子 ど も の 保 育 や 学 校 環 境

へ の し わ 寄 せ の 上 に 成 り 立 つ 本 市 の 都 市 づ く り ・ ま ち づ く り の 歪

さ ・ 異 常 さ を 深 く 心 に 刻 み 込 む こ と が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 緑 地 や

公 園 の 増 加 、 区 画 整 理 施 工 者 や 公 的 機 関 所 有 地 の 公 的 活 用 へ 大 き

く 舵 を 切 る こ と が 求 め ら れ て い る と 考 え る 。                              

 三 つ に 、 本 市 同 様 、 西 宮 市 で も 適 正 配 置 ・ 適 正 規 模 の 計 画 は 持

っ て お ら ず 、教 育 環 境 の「 良 好 」に は 明 確 に 基 準 は な い 。し か し 、

現 場 の 声 … 「 多 目 的 ス ペ ー ス が 十 分 確 保 で き な い 」 、 「 音 楽 発 表

会 を 前 項 で 開 催 で き ず 、 一 体 感 が 作 れ な い 」 な ど を 生 か し 、 保 全

に 努 め て い る 。 ま た 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ へ の 影 響 を 考 慮 し 、 学 区 変

更 は 「 最 後 の 手 段 」 と の 発 言 も 聞 か れ 、 現 場 重 視 の 姿 勢 ・ 現 場 と



一 体 感 の あ る 街 づ く り の 姿 勢 は 本 市 も 率 直 に 学 ぶ べ き 点 が あ る と

思 わ れ る 。 更 に は 、 校 舎 は 4 階 建 て に 変 更 し 、 す べ て の 校 舎 に エ

レ ベ ー タ ー 設 置 し て い る こ と で 、市 内 各 小 学 校 を 取 り 巻 く 違 い（ 校

庭 が 広 く 取 れ な い 、 市 街 地 で 学 校 用 地 が 希 望 通 り 確 保 で き な い 、

校 舎 の 老 朽 化 対 策 な ど ） に 配 慮 し つ つ も 、 「 良 好 」 な 教 育 環 境 の

創 出 に 工 夫 し て い る 点 も 、 本 市 は 真 摯 に 学 ぶ 必 要 が あ る 。           

                              

■ 大 阪 府 箕 面 市                              

 彩 都 へ の 視 察 は こ れ で 、 鉄 道 建 設 時 、 鉄 道 開 業 ・ 街 開 き 後 を 含

め 3 度 目 と な り 、 街 の 移 り 変 わ り を 体 感 で き た 点 は 非 常 に 勉 強 に

な っ た 。                              

 箕 面 市 で は 、小 中 学 校 全 20 校 の う ち 、小 中 一 貫 校（ 義 務 教 育 施

設 ） は 近 年 建 設 さ れ た 2 校 あ り 、 そ の 一 つ を 視 察 し た 。                              

 箕 面 市 で は 、 現 市 長 へ の 交 代 以 降 、 「 彩 都 」 開 発 へ の 姿 勢 が 変

更 （ 一 部 見 直 し 、 規 模 縮 小 ） さ れ て き た 。 そ の も と で 、 人 口 推 計

に 狂 い が 大 き く 生 じ 、学 校 環 境 へ の し わ 寄 せ が 大 き く な っ て い る 。

本 市 で は 、 規 模 縮 小 ま で の 見 直 し に 至 ら ず 、 一 方 で 、 学 校 予 定 地

を 返 却 し た 市 長 判 断 の 結 果 、 人 口 推 計 の 狂 い が 市 民 生 活 に 大 き な

影 響 を 及 ぼ し て い る 。 ま た 人 口 増 加 地 域 と は 大 き く 異 な る 点 へ の

新 設 校 建 設 、 い び つ な 学 区 変 更 、 学 級 数 の 設 定 、 既 存 校 ・ 新 設 校

の 大 き な 環 境 格 差 な ど の 矛 盾 が 箕 面 市 よ り も 大 き く な っ て い る 。  

 ま た 、 箕 面 市 で 初 め て 導 入 し た 小 中 一 貫 校 は 小 規 模 学 校 へ の 導

入 で あ り 、 「 彩 都 」 地 域 の 人 口 増 加 地 域 で は 、 現 場 の 課 題 は 年 々

大 き く な る の で は な い か と 想 起 す る 。  

当 初 、小 中 合 わ せ て 6 学 級 か ら 、現 時 点 で は 、 小 26 学 級 ・ 中 6

学 級 と 5 倍 に な り 、 か つ 、 H3 5 年 度 16 0 0 人 規 模 （ 1 学 年 18 0 人 規

模 ＝ 1 学 年 4～ 6 ク ラ ス ）を 想 定 し て お り 、義 務 教 育 施 設 に お け る

課 題 研 究 に し た い 。 一 方 で 、 華 美 な 設 計 を せ ず 、 4 階 建 て ・ 片 側

教 室 ・ 中 庭 演 題 配 置 な ど の 設 計 、 2. 3 h a の 新 グ ラ ウ ン ド 建 設 、 学

校 用 地 も 新 グ ラ ウ ン ド も 用 地 購 入 費 の 半 分 を UR 都 市 機 構 が 「 5 

省 協 定 」 （ 区 画 整 理 等 に よ り 大 幅 に 人 口 が 増 加 す る 地 域 に 対 し 、

当 時 の 建 設 省 や 総 務 省 、 文 部 科 学 省 な ど 5 省 が 地 元 市 の 負 担 を 軽

減 す る べ く 結 ん だ 協 定 で 、 本 市 で は 適 用 で き る の に 適 用 を 求 め な



か っ た 協 定 ） に 基 づ き 負 担 し て い る 点 、 現 在 着 手 済 み の 校 舎 増 築

に 加 え 、 第 ２ 増 築 も す で に 想 定 し て い る 点 は 、 本 市 の 取 り 組 み よ

り 先 進 的 意 味 を 持 っ て い る と 思 わ れ る 。                         


